
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Information Science and Intelligent Systems (Night Course) [⇒Japanese]

Discrete Mathematics and Graph Theory 2 2 units (selection)

Kazuhide Kanenishi · Professor / Intelligent Systems, Department of Information Science and Intelligent Systems, Satoshi Togawa · Part-time Lecturer / Shikoku University

Target〉 計算機科学の基礎であるグラフ理論を工学的立場から講義をおこないま
す．ただし，授業では演習 ·レポートを通じてグラフの考えを修得し,離散的
手法の理解と応用力を育成します.

Outline〉 グラフ理論入門では，計算機科学における基本的な概念であるグラフ
について学んでいきます．ネットワーク，人工知能等様々な応用分野でこの
グラフの考え方が出て来ます．また，グラフ理論入門では数学の問題として
有名な四色問題も簡単に扱います．

Keyword〉 Eulerian graph, Hamilton graph, Planner graph, 4-coloring, tree
Fundamental Lecture〉 “Introduction to Discrete Mathematics”(1.0)

Relational Lecture〉 “Data Structures and Algorithms 1”(0.5), “Automata and
Formal Languages”(0.5), “Artificial Intelligence”(0.5)

Requirement〉 特になし
Goal〉 計算機の基礎として離散数学とグラフ の用語，概念，手法と応用力の習
得を目標とする.

Schedule〉
1.グラフと多重グラフ
2.次数，連結度
3.ケーニヒスベルグの橋，周遊可能多重グラフ
4.行列とグラフ
5.ラベル付グラフ
6.グラフの同形性
7.地図，領域，オイラーの公式
8. 1.∼ 7.の演習問題と解法の説明
9.非平面的グラフ，クラトフスキーの定理

10.彩色グラフ，四色定理
11.木
12.順序根付き木
13. 9.-12.の演習問題と解法の説明
14.演習問題の解法の説明，講義全体のまとめ
15.定期試験
16.返却と解説

Evaluation Criteria〉 レポートの提出状況と内容，講義中の質問の回答も評点の
対象となる. 試験では以下の「持ち込み用紙」一枚を認める. 1)自筆で，コピー

は不可 2)B5サイズ，表裏記入可 3)表裏に学年 ·出席番号 ·氏名を明記する
こと．「持ち込み用紙」は，講義及び教科書の内容を自分でまとめたものであ
る．作成に際しては何色を使ってもよい．

Textbook〉 リブシュッツ 著 ·成嶋 弘 監訳「離散数学-コンピュータサイエンス
の基礎数学-」オーム社

Reference〉 C.L.リコー 著 ·成嶋 弘 他訳「-コンピュータサイエンスのための-
離散数学入門」マグロウヒル社

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=215810
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Kanenishi (大学開放実践センター 2階, +81-88-656-7610, marukin@cue.to

kushima-u.ac.jp) Mail
Note〉 平常点と試験の点＝ 30:70 学習進度の状況によっては中間試験を行うこ
とがある．
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